
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーシング (１ )に設けたカメラ窓 (22)に向けてカメラ (７ )が取り付けられている携帯電
話機において、ケーシング (１ )には、カメラ窓 (22)に隣接して補助光窓 (23)が設けられ、
補助光窓 (23)の奥部には、カメラ (７ )による撮影時に発光する補助光源 (８ )が配備され、
ケーシング (１ )には、カメラ窓 (22)及び補助光窓 (23)を覆って主光学カバー (４ )が取り付
けられており、該主光学カバー (４ )には、

補助光窓 (23)との対向位置に開口 (43)が形成され、該開口 (43)
には、 補助光学カバー (５ )が嵌
合し、補助光学カバー (５ )の 外周部には鍔部 (53)が突設され、ケーシング
(１ )には補助光窓 (23)を包囲してフランジ部 (25)が形成され、主光学カバー (４ )には開口
(43)を包囲して開口縁部 (43a)が形成され、補助光学カバー (５ )の鍔部 (53)は、ケーシン
グ (１ )のフランジ部 (25)と主光学カバー (４ )の開口縁部 (43a)との間に挟持されているこ
とを特徴とするカメラ付き携帯電話機。
【請求項２】
　

請求項１に記載のカメラ付き携帯電話機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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カメラ (７ )に対向して透明のカメラ窓カバー部
(42)が形成されると共に、

補助光源 (８ )からの光を透過すべき本体部分 (54)を有する
本体部分 (54)の

前記補助光学カバー (５ )の本体部分 (54)の表面又は裏面には、ハーフミラー処理が施さ
れている



本発明は、カメラを一体に具えて撮影の可能な携帯電話機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、カメラ付きの携帯電話機が普及している。例えば図９に示すカメラ付き携帯電話機
は、上半ケース (20)と下半ケース (30)をヒンジ機構 (104)によって連結してなる折り畳み
式携帯電話機であって、上半ケース (20)の外面には、補助ディスプレイ (101)とカメラ窓 (
102)が設けられている。カメラ窓 (102)の奥部には、ＣＣＤカメラ (図示省略 )が設置され
ている。又、上半ケース (20)の外面には、カメラ窓 (102)の側部に、ユーザ自身の像を撮
影する際に自身の像を写すことによってカメラの向きを調節するためのミラー部材 (103)
が配備されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のカメラ付き携帯電話機においては、ＣＣＤカメラによる撮影時に周
囲が暗い場合、自然光だけでは十分な明度が得られず、撮影画像が不鮮明となる問題があ
った。そこで、カメラ付き携帯電話機に補助光源を配備して、撮影時の明度を補うことが
考えられる。
ところで、携帯電話機は小型化の一途を辿っており、この様な小型の携帯電話機にＣＣＤ
カメラと補助光源を配備する場合、ＣＣＤカメラと補助光源とは近接させて配備すること
が必要となり、これに伴って、ＣＣＤカメラを覆う主光学カバーと補助光源を覆う補助光
学カバーとを互いに接触させて併設する必要が生じる。この様な場合、ケーシングに対す
る主光学カバーと補助光学カバーの取り付け構造をコンパクト化し、且つ十分な強度を有
するものとする必要がある。更には、ケーシングに対する両光学カバーの取り付け作業を
簡易なものとする必要がある。
【０００４】
そこで本発明の目的は、カメラ付き携帯電話機において、ケーシングに対する主光学カバ
ーと補助光学カバーの取り付け構造をコンパクト化し、且つ十分な強度を有するものとし
、更にはケーシングに対する両光学カバーの取り付け作業を簡易化することである。
【０００５】
【課題を解決する為の手段】
　本発明に係るカメラ付き携帯電話機において、ケーシング (１ )には、カメラ窓 (22)に隣
接して補助光窓 (23)が設けられ、補助光窓 (23)の奥部には、カメラ (７ )による撮影時に発
光する補助光源 (８ )が配備され、ケーシング (１ )には、カメラ窓 (22)及び補助光窓 (23)を
覆って主光学カバー (４ )が取り付けられており、該主光学カバー (４ )には、

補助光窓 (23)との対向位置に
開口 (43)が形成され、該開口 (43)には、

補助光学カバー (５ )が嵌合している。
　補助光学カバー (５ )の 外周部には鍔部 (53)が突設され、ケーシング (１ )
には補助光窓 (23)を包囲してフランジ部 (25)が形成され、主光学カバー (４ )には開口 (43)
を包囲して開口縁部 (43a)が形成され、補助光学カバー (５ )の鍔部 (53)は、ケーシング (１
)のフランジ部 (25)と主光学カバー (４ )の開口縁部 (43a)との間に挟持されている。
【０００６】
上記本発明のカメラ付き携帯電話機においては、ケーシング (１ )に対して主光学カバー (
４ )が取り付けられ、更に該主光学カバー (４ )に対して補助光学カバー (５ )が取り付けら
れているので、ケーシング (１ )に対して主光学カバー (４ )及び補助光学カバー (５ )を別々
に取り付ける場合に比べて、構造が簡易となり、コンパクトなものとなる。
又、補助光学カバー (５ )は、その外周部に突設した鍔部 (53)が、ケーシング (１ )のフラン
ジ部 (25)と主光学カバー (４ )の開口縁部 (43a)との間に挟持されているので、補助光学カ
バー (５ )に対して大きな押圧力が作用した場合、該押圧力はケーシング (１ )のフランジ部
(25)によって受け止められることになる。従って、補助光学カバー (５ )が主光学カバー (
４ )から脱落する虞れはない。
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カメラ (７ )に
対向して透明のカメラ窓カバー部 (42)が形成されると共に、

補助光源 (８ )からの光を透過すべき本体部分 (54)
を有する

本体部分 (54)の



更には、主光学カバー (４ )に対して補助光学カバー (５ )を取り付けて、１枚の光学カバー
に一体化した後、該光学カバーをケーシング (１ )に取り付ける組立工程を採用することが
出来るので、作業が簡易となる。
【０００７】
具体的構成において、補助光学カバー (５ )の鍔部 (53)と主光学カバー (４ )の開口縁部 (43a
)との対向面間、並びに補助光学カバー (５ )の鍔部 (53)とケーシング (１ )のフランジ部 (25
)との対向面間には、それぞれ粘着層が介在して、ケーシング (１ )及び主光学カバー (４ )
に補助光学カバー (５ )が固定されている。
該具体的構成によれば、補助光学カバー (５ )の鍔部 (53)と主光学カバー (４ )の開口縁部 (4
3a)との対向面間、並びに補助光学カバー (５ )の鍔部 (53)とケーシング (１ )のフランジ部 (
25)との対向面間に粘着層が介在することによって、主光学カバー (４ )と補助光学カバー (
５ )の間に高い防水性と防塵性が得られる。
【０００８】
【発明の効果】
本発明に係るカメラ付き携帯電話機によれば、ケーシングに対する主光学カバーと補助光
学カバーの取り付け構造がコンパクトとなり、且つ十分な強度を有するものとなり、更に
はケーシングに対する両光学カバーの取り付け作業が簡易となる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態につき、図面に沿って具体的に説明する。
本発明に係るカメラ付き携帯電話機は、図１に示す如く上半ケース (２ )と下半ケース (３ )
をヒンジ機構 (10)により連結して、折り畳み式の携帯電話機を構成している。
【００１０】
ケーシング (１ )の内部には、図２に示す如くメイン基板 (31)とサブ基板 (32)とが設置され
ている。
メイン基板 (31)上には、図４に示す如く補助ディスプレイとしての液晶ディスプレイ (６ )
が設置されている。又、サブ基板 (32)上には、ＣＣＤカメラ (７ )と、ＬＥＤからなる補助
光源 (８ )とが設置されている。
一方、上半ケース (２ )には、液晶ディスプレイ (６ )を露出させるための表示窓 (21)と、Ｃ
ＣＤカメラ (７ )を露出させるためのカメラ窓 (22)と、補助光源 (８ )を露出させるための補
助光窓 (23)とが開設されている。
【００１１】
上半ケース (２ )には、表示窓 (21)及びカメラ窓 (22)を塞ぐ主光学カバー (４ )と、カメラ窓
(22)を塞ぐ補助光学カバー (５ )とが取り付けられる。
主光学カバー (４ )はポリカーボネート若しくはアクリルからなる透明樹脂製であって、主
光学カバー (４ )には、液晶ディスプレイ (６ )に対向して透明の表示窓カバー部 (41)が形成
されると共に、ＣＣＤカメラ (７ )に対向して透明のカメラ窓カバー部 (42)が形成され、そ
の他の表面領域には、印刷による装飾が施されている。又、主光学カバー (４ )には、補助
光学カバー (５ )を嵌合させるための開口 (43)が形成されている。
【００１２】
図７及び図８に示す如く、補助光学カバー (５ )は、外周部に鍔部 (53)を突設してなるポリ
カーボネート若しくはアクリルからなる透明樹脂製の本体部分 (54)と、該本体部分 (54)の
外周面に形成されたＡＢＳ樹脂製の外周層部 (55)とから構成されている。この様な２層構
造は、周知の２色成型 (ダブルインジェクション )によって容易に形成することが出来る。
そして、該補助光学カバー (５ )の外周面にニッケルの無電解メッキを施すことによって、
ＡＢＳ樹脂面に対して選択的にニッケルメッキの遮光処理面 (52)を形成している。尚、遮
光処理面 (52)の光透過率は１０％未満が好ましい。
【００１３】
又、補助光学カバー (５ )には、本体部分 (54)の表面に、アルミニウム、金、銀、クロム、
チタン等をスパッタリングすることによって、ハーフミラー処理面 (51)が形成されている
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。ここで、ハーフミラー処理面 (51)の可視光の透過率は１０％～９０％の範囲であって、
透過率が高い程、ミラーとしての機能は向上するが、補助光の減衰率が増大するので、補
助光源 (８ )の明るさに応じて適切な透過率を設定する。
【００１４】
図５に示す如く、上半ケース (２ )には、主光学カバー (４ )を取り付けるための段差壁 (26)
が形成され、該段差壁 (26)に、前記の表示窓 (21)やカメラ窓 (22)が開設されている。又、
該段差壁 (26)には、補助光学カバー (５ )の鍔部 (53)を受け止めるためのフランジ部 (25)が
突設され、該フランジ部 (25)の内側に前記補助光窓 (23)が開設されている。
【００１５】
上半ケース (２ )に対する主光学カバー (４ )及び補助光学カバー (５ )の取り付け工程におい
ては、図６に示す如く、上半ケース (２ )の段差壁 (26)と主光学カバー (４ )との対向面間、
補助光学カバー (５ )の鍔部 (53)と主光学カバー (４ )との対向面間、並びに補助光学カバー
(５ )の鍔部 (53)と上半ケース (２ )のフランジ部 (25)との対向面間に、それぞれ両面粘着テ
ープ (９ )を介在させて、上半ケース (２ )に対して主光学カバー (４ )及び補助光学カバー (
５ )を固定する。
該工程においては、先ず補助光学カバー (５ )を両面粘着テープ (９ )によって主光学カバー
(４ )に取り付けた後、該主光学カバー (４ )を両面粘着テープ (９ )によって上半ケース (２ )
に取り付けることが出来るので、主光学カバーと補助光学カバーを別々に上半ケースに取
り付ける場合に比べて、作業が簡易となる。
【００１６】
これによって、主光学カバー (４ )と補助光学カバー (５ )とは１枚の光学カバーに一体化さ
れる。
又、補助光学カバー (５ )の鍔部 (53)は、図３に示す如く上半ケース (２ )のフランジ部 (25)
と主光学カバー (４ )の開口縁部 (43a)とによって挟持されることになる。従って、補助光
学カバー (５ )に対して大きな押圧力が作用したとしても、該補助光学カバー (５ )は上半ケ
ース (２ )のフランジ部 (25)によって受け止められ、主光学カバー (４ )からケーシング内へ
脱落することはない。
又、補助光学カバー (５ )の鍔部 (53)と主光学カバー (４ )の開口縁部 (43a)との間、並びに
上半ケース (２ )のフランジ部 (25)との間に両面粘着テープ (９ )が介在することによって、
主光学カバー (４ )と補助光学カバー (５ )の間に完全な防水と防塵が施されることになる。
【００１７】
上記カメラ付き携帯電話機においては、図２に示す如く、ＣＣＤカメラ (７ )は、主光学カ
バー (４ )のカメラ窓カバー部 (42)と対向して、該カメラ窓カバー部 (42)を透過して入射し
てくる光を受けることが可能であり、これによって前方の被写体を撮影することが出来る
。
【００１８】
補助光源 (８ )は補助光学カバー (５ )と対向して、補助光源 (８ )の出射光の大部分が補助光
学カバー (５ )のハーフミラー処理面 (51)を透過するので、補助光源 (８ )の発光によって前
方の被写体を照明することが出来る。ここで、補助光学カバー (５ )の外周面には遮光処理
面 (52)が形成されているので、補助光源 (８ )からの出射光が補助光学カバー (５ )から主光
学カバー (４ )へ漏れてＣＣＤカメラ (７ )へ入射することはない。従って、ＣＣＤカメラ (
７ )の撮影画像がハレーションによって画質の劣化を起こす虞れはない。
これに対し、外部から補助光学カバー (５ )へ入射してくる光は、その大部分がハーフミラ
ー処理面 (51)にて反射されるので、ハーフミラー処理面 (51)には前方の被写体が写ること
になる。
【００１９】
従って、ＣＣＤカメラ (７ )によってユーザ自身の像を撮影する場合には、補助光学カバー
(５ )に自身の像が写し出される様にケーシング (１ )の向きを調整し、補助光学カバー (５ )
に自身の像が写っている状態で、シャッター操作を行なう。これによって、補助光源 (８ )
が発光し、同時にＣＣＤカメラ (７ )が撮影動作を行なう。この結果、十分な明度でユーザ
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自身の像が撮影されることになる。
【００２０】
上述の如く本発明のカメラ付き携帯電話機によれば、補助光学カバー (５ )が補助光源 (８ )
の光出射窓としての機能を発揮すると共に、該補助光学カバー (５ )のハーフミラー処理面
(51)が被写体を写し出すミラー部材としての機能を発揮するので、補助光学カバー (５ )の
設置スペースとは別にミラー部材の設置スペースを確保することが不要となり、この結果
、ケーシング (１ )の小型化が可能となる。又、主光学カバー (４ )の開口 (43)に補助光学カ
バー (５ )が嵌合して１枚の光学カバーが構成されているので、ＣＣＤカメラ (７ )と補助光
源 (８ )を可及的に近接させた配置とすることが可能となり、これによってケーシング (１ )
の小型化が可能となる。
【００２１】
尚、本発明の各部構成は上記実施の形態に限らず、特許請求の範囲に記載の技術的範囲内
で種々の変形が可能である。例えば、ＣＣＤカメラ (７ )に代えて、ＣＭＯＳを撮像素子と
するカメラを採用することが可能である。補助光源 (８ )としては、ＬＥＤ以外にハロゲン
ランプを用いることも可能である。
ハーフミラー処理面 (51)は、補助光学カバー (５ )の裏面に形成することも可能である。又
、ハーフミラー処理面 (51)を形成する金属薄膜に代えて、有機薄膜を採用することも可能
である。更に又、補助光学カバー (５ )の表面にハーフミラー処理面 (51)を形成すると共に
、裏面にはレンズ面処理を施して、補助光学カバー (５ )にレンズ機能を付与することも可
能である。
更に、主光学カバー (４ )と補助光学カバー (５ )の間の遮光には、補助光学カバー (５ )の外
周面に遮光処理面 (52)を形成する構成に限らず、主光学カバー (４ )の開口 (43)の内周面に
遮光処理を施す構成も採用可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るカメラ付き携帯電話機の斜視図である。
【図２】該携帯電話機のＡ－Ａ線に沿う拡大断面図である。
【図３】上半ケースに対する主光学カバー及び補助光学カバーの取り付け構造を示す拡大
断面図である。
【図４】該携帯電話機の分解斜視図である。
【図５】該携帯電話機の要部を分解して示す斜視図である。
【図６】該携帯電話機の要部を分解して示す断面図である。
【図７】補助光学カバーの拡大斜視図である。
【図８】補助光学カバーの拡大断面図である。
【図９】従来のカメラ付き携帯電話機の斜視図である。
【符号の説明】
(１ )　ケーシング
(２ )　上半ケース
(21)　表示窓
(22)　カメラ窓
(23)　補助光窓
(25)　フランジ部
(３ )　下半ケース
(４ )　主光学カバー
(41)　表示窓カバー部
(42)　カメラ窓カバー部
(43)　開口
(５ )　補助光学カバー
(51)　ハーフミラー処理面
(52)　遮光処理面
(53)　鍔部
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(６ )　液晶ディスプレイ
(７ )　ＣＣＤカメラ
(８ )　補助光源

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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